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私的複製として認められる範囲の国際比較 

 
 
 
 
【ドイツ】 （補償金制度有り） 

・営利を目的とせず、明らかに違法に製作された原本が用いられない場合、自然人

が、私的使用を目的とした、著作物の少量の複製を行うことを認める（第 53 条第

1項）。 

 

 

【フランス】 （補償金制度有り） 

・複製する者の私的使用を目的とし、集団的使用が意図されない場合、著作物の複

製を認める。ただし、著作物の通常の利用を妨げるものであってはならず、かつ、

著作者の正当な利益を不当に害するものであってはならない。（第 122-5 条、第

211-3 条：ただし書きは 2006 年度改正追加）。 

※原著作物が創作された目的と同一の目的のために使用される美術の著作物の複

製、保全コピー以外のソフトウェアならびに電子データベースの複製は私的複製

から除外。 

 
 
【アメリカ】 （補償金制度有り） 
・包括的な権利制限規定を置き、使用目的、著作物の性質、使用の量・程度、潜在

的な市場又は価値への影響等の要素を勘案し、「公正な使用（Fair use）」を認め

る（第 107 条）。 
※家庭内録音法（AHRA）において、録音機器、録音媒体を用いて、消費者が非商

業目的で音楽を録音することは著作権侵害として訴訟を提起できない（第 1008
条）。 

※ソニー・ベータマックス訴訟において、タイムシフトを目的とした家庭内での私

的使用のための録画行為は、「公正な利用」とされた（Sony Corp.v. Universal City 
Studios, 464 U.S.417(1984))。 

 
 
【イギリス】 （補償金制度無し） 

・研究・私的学習を目的とした、文芸、演劇、音楽、美術の著作物の「公正な利用」

（Fair dealing）を認める（第 29 条）。 

※「公正な利用」は明確に定義されず、個別のケースによって判断される。 

・放送または有線放送のタイムシフト視聴を可能とするため、私的及び家庭内の使

用のための番組の複製を認める（第 70 条）。 

 

資料６ 
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 参考条文  

 
【ドイツ】 
第５３条 私的及びその他の自己の使用のための複製 

(1)自然人が、私的使用のために、支持物には係わらず著作物を少量複製することは、その複製が直接的

であるか又は間接的であるかを問わず営利を目的としない場合であって、その複製のために明らかに違法

に製作された原本が用いられないものと認められるときは、許される。この複製について権限を有する者

は、複製が無償で行われ、又は複製が任意の写真製版の方法その他類似の効果を有する方法を用いて紙若

しくは類似の支持物に行われるものと認められる場合には、その複製物を他人に製作させることもできる。 

(2) 著作物の複製物の少量を製作し又は製作させることは、次の各号に掲げる目的に応じ、それぞれ当該

各号に定める条件に従う場合には、許される。  

1．自己の学術的使用に供するため 複製がその目的上必要と認められる場合にかぎる。  

2．自己の保存文書に収録するため 複製がその目的上必要であって、複製のための原本として自己の著

作物現品が使用されるものと認められる場合にかぎる。  

3．時事問題に関する自己の情報収集のため 放送によって送信された著作物について複製が行われる場

合。  

4．その他の自己の使用に供するため  

a）発行された著作物の小部分について、又は新聞若しくは雑誌において発行されている編集構成物の少

量について複製が行われる場合。  

b）少なくとも 2年前から絶版となっている著作物について複製が行われる場合。  

第１文第２号の場合においては、次の各号のいずれかに加えて掲げるときにかぎり、許される。  

1． 複製が、任意の写真製版の方法その他類似の効果を有する方法を用いて、紙又は類似の支持物に行わ

れるとき。  

2． 専らアナログによる使用が行われるとき。  

3． 保存文書が、直接的であるか又は間接的であるかを問わず、経済的又は営利の目的を追求しないとき。  

第１文第３号及び第４号の場合においては、第２文第１号又は第２号の要件のいずれかが加えて存すると

きにかぎり、許される。 

(3) 次の各号のいずれかに掲げる目的のため、著作物の小部分、僅かな分量からなる著作物又は新聞若し

くは雑誌において発行され若しくは公衆提供された編集構成物の少量について、その複製物を製作し又は

製作させることは、複製がその目的上必要な場合にかぎり、許される。  

1． 学校の授業、養成及び研修教育に関する非営利施設並びに職業教育に関する施設において、一つのク

ラスのために必要とされる部数だけ、その自己の使用に供するため  

2． 国家試験、並びに、学校、大学、養成及び研修教育に関する非営利施設並びに職業教育に関する施設

における試験のために、必要とされる部数だけ、その自己の使用に供するため  

(4) 次に掲げるものの複製は、その複製が筆写によらずに行われる場合にあっては、常に権限を有する者

の同意を得たときにのみ許されるものとし、その他、第２項第２号の要件が充たされるときに、又は少な

くとも２年前から絶版となっている書籍又は雑誌の著作物について自己の使用に供するために、許される

ものとする。  

a） 音楽の著作物の文字記号による採譜物  

b） 書籍又は雑誌で、実質的に完全複製が行われるもの  

(5) 第１項、第２項第２号から第４号まで及び第３項第２号は、データベースの著作物で、その素材が電

子的手段を用いて個別に使用可能であるものには適用しない。第２項第１号及び第３項第１号は、学術的

使用及び授業における使用が業として行われるものでないことを条件として、当該データベースの著作物

に適用する。 

(6) 複製物は、頒布し、又は公衆への再生のために使用してはならない。ただし、新聞及び絶版の著作物

について適法に製作された複製物、並びに著作物現品でその小規模な損壊又は滅失の部分が複製物によっ

て補修されているものを貸出すことは、許される。 

(7) 著作物の公衆への口述、上演・演奏又は上映を録画物又はレコードに収録すること、造形美術の著作

物の設計図及び下図を実施すること、並びに建築の著作物を模造することは、常に権限を有する者の同意

を得た場合にかぎり、許される。 

 
§ 53 Vervielfältigungen zum privaten und sonstigen eigenen Gebrauch  
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(1) Zulässig sind einzelne Vervielfältigungen eines Werkes durch eine natürliche Person zum privaten 
Gebrauch auf beliebigen Trägern, sofern sie weder unmittelbar noch mittelbar Erwerbszwecken 
dienen, soweit nicht zur Vervielfältigung eine offensichtlich rechtswidrig hergestellte Vorlage 
verwendet wird. Der zur Vervielfältigung Befugte darf die Vervielfältigungsstücke auch durch einen 
anderen herstellen lassen, sofern dies unentgeltlich geschieht oder es sich um Vervielfältigungen auf 
Papier oder einem ähnlichen Träger mittels beliebiger photomechanischer Verfahren oder anderer 
Verfahren mit ähnlicher Wirkung handelt. 
(2) Zulässig ist, einzelne Vervielfältigungsstücke eines Werkes herzustellen oder herstellen zu lassen  
1. zum eigenen wissenschaftlichen Gebrauch, wenn und soweit die Vervielfältigung zu diesem Zweck 
geboten ist,  
2. zur Aufnahme in ein eigenes Archiv, wenn und soweit die Vervielfältigung zu diesem Zweck geboten 
ist und als Vorlage für die Vervielfältigung ein eigenes Werkstück benutzt wird, 
3. zur eigenen Unterrichtung über Tagesfragen, wenn es sich um ein durch Funk gesendetes Werk 
handelt, 
4. zum sonstigen eigenen Gebrauch, 
a) wenn es sich um kleine Teile eines erschienenen Werkes oder um einzelne Beiträge handelt, die in 
Zeitungen oder Zeitschriften erschienen sind, 
b) wenn es sich um ein seit mindestens zwei Jahren vergriffenes Werk handelt. 
 
Dies gilt im Fall des Satzes 1 Nr. 2 nur, wenn zusätzlich 
1. die Vervielfältigung auf Papier oder einem ähnlichen Träger mittels beliebiger photomechanischer 
Verfahren oder anderer Verfahren mit ähnlicher Wirkung vorgenommen wird oder 
2. eine ausschließlich analoge Nutzung stattfindet oder 
3. das Archiv keinen unmittelbar oder mittelbar wirtschaftlichen oder Erwerbszweck verfolgt. 
 
Dies gilt in den Fällen des Satzes 1 Nr. 3 und 4 nur, wenn zusätzlich eine der Voraussetzungen des 
Satzes 2 Nr. 1 oder 2 vorliegt. 
(3) Zulässig ist, Vervielfältigungsstücke von kleinen Teilen eines Werkes, von Werken von geringem 
Umfang oder von einzelnen Beiträgen, die in Zeitungen oder Zeitschriften erschienen oder öffentlich 
zugänglich gemacht worden sind, zum eigenen Gebrauch 
1. im Schulunterricht, in nichtgewerblichen Einrichtungen der Aus- und Weiterbildung sowie in 
Einrichtungen der Berufsbildung in der für eine Schulklasse erforderlichen Anzahl oder 
2. für staatliche Prüfungen und Prüfungen in Schulen, Hochschulen, in nichtgewerblichen 
Einrichtungen der Aus- und Weiterbildung sowie in der Berufsbildung in der erforderlichen Anzahl  
 
herzustellen oder herstellen zu lassen, wenn und soweit die Vervielfältigung zu diesem Zweck geboten 
ist. 
 
(4) Die Vervielfältigung 
a) graphischer Aufzeichnungen von Werken der Musik, 
b) eines Buches oder einer Zeitschrift, wenn es sich um eine im wesentlichen vollständige 
Vervielfältigung handelt, 
 
ist, soweit sie nicht durch Abschreiben vorgenommen wird, stets nur mit Einwilligung des 
Berechtigten zulässig oder unter den Voraussetzungen des Absatzes 2 Nr. 2 oder zum eigenen 
Gebrauch, wenn es sich um ein seit mindestens zwei Jahren vergriffenes Werk handelt. 
 
(5) Absatz 1, Absatz 2 Nr. 2 bis 4 sowie Absatz 3 Nr. 2 finden keine Anwendung auf Datenbankwerke, 
deren Elemente einzeln mit Hilfe elektronischer Mittel zugänglich sind. Absatz 2 Nr. 1 sowie Absatz 3 
Nr. 1 finden auf solche Datenbankwerke mit der Maßgabe Anwendung, dass der wissenschaftliche 
Gebrauch sowie der Gebrauch im Unterricht nicht zu gewerblichen Zwecken erfolgen. 
 
(6) Die Vervielfältigungsstücke dürfen weder verbreitet noch zu öffentlichen Wiedergaben benutzt 
werden. Zulässig ist jedoch, rechtmäßig hergestellte Vervielfältigungsstücke von Zeitungen und 
vergriffenen Werken sowie solche Werkstücke zu verleihen, bei denen kleine beschädigte oder 
abhanden gekommene Teile durch Vervielfältigungsstücke ersetzt worden sind. 
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(7) Die Aufnahme öffentlicher Vorträge, Aufführungen oder Vorführungen eines Werkes auf Bild- oder 
Tonträger, die Ausführung von Plänen und Entwürfen zu Werken der bildenden Künste und der 
Nachbau eines Werkes der Baukunst sind stets nur mit Einwilligung des Berechtigten zulässig. 
 
【フランス】 
122-5 条 1 項  

著作物が公表された場合には､ 著作者は､ 次の各号に掲げることを禁止することができない｡ 

（１）略 

（２）複写する者の私的使用に厳密に当てられる複写又は複製であって､ 集団的使用を意図されないもの｡ 

ただし､原著作物が創作された目的と同一の目的のために使用されることを意図される美術の著作物の複

写及び 122-6-1 条に規定する条件において作成される保全コピー以外のソフトウェアの複写並びに電子デ

ータベースの複写又は複製を除く｡   

 
122-5 条 4 項 
本条に列挙された例外は、著作物の通常の利用を妨げず、かつ、その著作者の正当な利益を不当に害する

ものであってはならない。 
 

211-3 条 2 項 
本条に列挙された例外は、実演、録音物、録画物または番組の通常の利用を妨げず、かつ、その実演家、

製作者または視聴覚伝達企業の正当な利益を不当に害するものであってはならない。 
 

331-8 条 
１．私的複製のための例外と本条に定める例外の享受は、本条および 331-9 条ないし 331-16 条の規定に

より保障される。 
２．331-17 条に定められる技術的手段規制局は、技術的保護手段の実施が次に定義される例外を受益者か

ら奪う効果を持つものでないことを監視する。 
  －122-5 条２号、2009 年 1 月 1 日から３号のｅ、7 号および 8 号； 

－211-3 条 2 号、2009 年 1 月 1 日から 3 号の最終項、6 号および７号； 
－342-3 条３号および 2009 年 1 月 1 日から４号 

３．331-9 条ないし 331-16 条に従うことを条件として、当局は、上記の例外の実行方法を定め、かつ、特

に、著作物または保護される目的物のタイプ、公衆へ伝達するさまざまな方法および使用可能な保護

技術によって提供される可能性を基準として、私的複製のための例外の範囲内において認められる複

製の最低数を定める。 
 
331-9 条 
１．331-5 条に定義される技術的保護手段を導入する権利者は、コピーの数を制限する目的で技術的保護

手段を適用することができる。しかし、権利者は、その実施が 331-8 条に定める例外の受益者から効

果的な実行を奪うことのないよう有効な措置をとる。権利者は、消費者団体および他の利害関係のあ

る当事者と協議してこれらの措置を定めるよう努力する。 
２．本条の措置は、技術がそれを可能とする限りにおいて、これらの例外の効果的な受益を著作物または

録音物、録画物もしくは番組に対する適法なアクセスに従わせることができ、かつ、その例外がその

通常の利用を害する効果も、著作物または保護された目的物の権利者の正当な利益を不当な侵害する

効果ももつものでないことを監視することができるものである。  
 
Article L122-5 
Lorsque l'oeuvre a été divulguée, l'auteur ne peut interdire : 

2º Les copies ou reproductions strictement réservées à l'usage privé du copiste et non destinées à 
une utilisation collective, à l'exception des copies des oeuvres d'art destinées à être utilisées pour des 
fins identiques à celles pour lesquelles l'oeuvre originale a été créée et des copies d'un logiciel autres 
que la copie de sauvegarde établie dans les conditions prévues au II de l'article L. 122-6-1 ainsi que 
des copies ou des reproductions d'une base de données électronique; 
 

9º La reproduction ou la représentation, intégrale ou partielle, d'une oeuvre d'art graphique, 
plastique ou architecturale, par voie de presse écrite, audiovisuelle ou en ligne, dans un but exclusif 
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d'information immédiate et en relation directe avec cette dernière, sous réserve d'indiquer clairement 
le nom de l'auteur. 

Le premier alinéa du présent 9º ne s'applique pas aux oeuvres, notamment photographiques ou 
d'illustration, qui visent elles-mêmes à rendre compte de l'information. 

Les reproductions ou représentations qui, notamment par leur nombre ou leur format, ne seraient 
pas en stricte proportion avec le but exclusif d'information immédiate poursuivi ou qui ne seraient pas 
en relation directe avec cette dernière donnent lieu à rémunération des auteurs sur la base des 
accords ou tarifs en vigueur dans les secteurs professionnels concernés. 

Les exceptions énumérées par le présent article ne peuvent porter atteinte à l'exploitation normale 
de l'oeuvre ni causer un préjudice injustifié aux intérêts légitimes de l'auteur. 

Les modalités d'application du présent article, notamment les caractéristiques et les conditions de 
distribution des documents mentionnés au d du 3º, l'autorité administrative mentionnée au 7º, ainsi 
que les conditions de désignation des organismes dépositaires et d'accès aux fichiers numériques 
mentionnés au troisième alinéa du 7º, sont précisées par décret en Conseil d'Etat. 
 
Article L211-3 

Les bénéficiaires des droits ouverts au présent titre ne peuvent interdire : 
2º Les reproductions strictement réservées à l'usage privé de la personne qui les réalise et non 

destinées à une utilisation collective ; 
 
7º Les actes de reproduction d'une interprétation, d'un phonogramme, d'un vidéogramme ou d'un 

programme réalisés à des fins de conservation ou destinés à préserver les conditions de sa 
consultation sur place, effectués par des bibliothèques accessibles au public, par des musées ou par 
des services d'archives, sous réserve que ceux-ci ne recherchent aucun avantage économique ou 
commercial. 

Les exceptions énumérées par le présent article ne peuvent porter atteinte à l'exploitation normale 
de l'interprétation, du phonogramme, du vidéogramme ou du programme ni causer un préjudice 
injustifié aux intérêts légitimes de l'artiste-interprète, du producteur ou de l'entreprise de 
communication audiovisuelle. 
 
Article L331-8 

Le bénéfice de l'exception pour copie privée et des exceptions mentionnées au présent article est 
garanti par les dispositions du présent article et des articles L. 331-9 à L. 331-16. 
L'Autorité de régulation des mesures techniques visée à l'article L. 331-17 veille à ce que la mise en 
oeuvre des mesures techniques de protection n'ait pas pour effet de priver les bénéficiaires des 
exceptions définies aux : 

2º, e du 3º à compter du 1er janvier 2009, 7º et 8º de l'article L. 122-5 ; 
2º, dernier alinéa du 3º à compter du 1er janvier 2009, 6º et 7º de l'article L. 211-3 ; 
3º et, à compter du 1er janvier 2009, 4º de l'article L. 342-3. 
Sous réserve des articles L. 331-9 à L. 331-16, l'autorité détermine les modalités d'exercice des 

exceptions précitées et fixe notamment le nombre minimal de copies autorisées dans le cadre de 
l'exception pour copie privée, en fonction du type d'oeuvre ou d'objet protégé, des divers modes de 
communication au public et des possibilités offertes par les techniques de protection disponibles. 
 
Article L331-9 

Les titulaires de droits qui recourent aux mesures techniques de protection définies à l'article L. 
331-5 peuvent leur assigner pour objectif de limiter le nombre de copies. Ils prennent cependant les 
dispositions utiles pour que leur mise en oeuvre ne prive pas les bénéficiaires des exceptions visées à 
l'article L. 331-8 de leur exercice effectif. Ils s'efforcent de définir ces mesures en concertation avec les 
associations agréées de consommateurs et les autres parties intéressées. 

Les dispositions du présent article peuvent, dans la mesure où la technique le permet, subordonner 
le bénéfice effectif de ces exceptions à un accès licite à une oeuvre ou à un phonogramme, à un 
vidéogramme ou à un programme et veiller à ce qu'elles n'aient pas pour effet de porter atteinte à son 
exploitation normale ni de causer un préjudice injustifié aux intérêts légitimes du titulaire de droits 
sur l'oeuvre ou l'objet protégé. 
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【アメリカ】 
第１０７条 排他的権利の制限：フェア・ユース  

第１０６条および第１０６Ａ条の規定にかかわらず、批評、解説、ニュース報道、教授（教室における使

用のために複数のコピーを作成する行為を含む）、研究または調査等を目的とする著作権のある著作物の

フェア・ユース（コピーまたはレコードへの複製その他第１０６条に定める手段による使用を含む）は、

著作権の侵害とならない。著作物の使用がフェア・ユースとなるか否かを判断する場合に考慮すべき要素

は、以下のものを含む。 

(1) 使用の目的および性質（使用が商業性を有するかまたは非営利的教育目的かを含む）。 

(2) 著作権のある著作物の性質。 

(3) 著作権のある著作物全体との関連における使用された部分の量および実質性。 

(4) 著作権のある著作物の潜在的市場または価値に対する使用の影響。 

上記の全ての要素を考慮してフェア・ユースが認定された場合、著作物が未発行であるという事実自体は、

かかる認定を妨げない。 

 

第１００８条 特定の侵害訴訟の禁止 

本編において、デジタル録音装置、デジタル録音媒体、アナログ録音装置もしくはアナログ録音媒体の製

造、輸入もしくは頒布に基づく著作権の侵害、またはデジタル音楽録音物もしくはアナログ音楽録音物を

作成するためのかかる装置もしくは媒体の消費者による非商業的利用に基づく著作権の侵害を主張する

訴訟は、これを提起することができない。 

 
§107. Limitations on exclusive rights: Fair use38 
Notwithstanding the provisions of sections 106 and 106A, the fair use of a copyrighted work, including 
such use by reproduction in copies or phonorecords or by any other means specified by that section, for 
purposes such as criticism, comment, news reporting, teaching (including multiple copies for 
classroom use), scholarship, or research, is not an infringement of copyright. In determining whether 
the use made of a work in any particular case is a fair use the factors to be considered shall include —  
(1) the purpose and character of the use, including whether such use is of a commercial nature or is for 
nonprofit educational purposes; 
(2) the nature of the copyrighted work; 
(3) the amount and substantiality of the portion used in relation to the copyrighted work as a whole; 
and 
(4) the effect of the use upon the potential market for or value of the copyrighted work. 
The fact that a work is unpublished shall not itself bar a finding of fair use if such finding is made 
upon consideration of all the above factors. 
 
§1008. Prohibition on certain infringement actions 
No action may be brought under this title alleging infringement of copyright based on the 
manufacture, importation, or distribution of a digital audio recording device, a digital audio recording 
medium, an analog recording device, or an analog recording medium, or based on the noncommercial 
use by a consumer of such a device or medium for making digital musical recordings or analog musical 
recordings. 
 
【イギリス】 
（研究及び私的学習） 

第 29 条  

(1) 研究又は私的学習を目的とする文芸の著作物（データベースを除く。）又は演劇、音楽若しくは美術

の著作物の公正利用は、著作物の、又は発行された版の場合には印刷配列の、いずれの著作権をも侵害し

ない。  

(2) 第１項にいう目的のための発行された版の印刷配列の公正利用は、その配列のいずれの著作権をも侵

害しない。  

(3) 研究者又は学習者自身以外の者による複製は、次のいずれかに該当するときは、公正利用ではない。  

 (a) 司書又は司書のために行動する者の場合には、第 40 条に基づく規則が第 38 条又は第 39 条（記事又

は発行された著作物の部分――同一資料の多数の複製物に対する制限）に基づいて行うことを許さないい

ずれかの行為をその者が行うとき。  
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 (b) 他のいずれの場合にも、複製を行う者が、その複製が実質的に同一の時に、かつ、実質的に同一の

目的のために２人以上の者に提供される実質的に同一の資料の複製物となることを知り、又はそう信じる

理由を有するとき。  

 

（タイム・シフトを目的とする録音・録画） 

第 70 条  

 放送又は有線番組をより都合のよい時に見又は聞くことを可能とすることのみを目的として放送又は有

線番組の録音・録画物を私的及び家庭内の使用のために作成することは、その放送若しくは有線番組又は

それに挿入されているいずれの著作物のいずれの著作権をも侵害しない。 

 

Research and private study.  
29.—(1) Fair dealing with a literary, dramatic, musical or artistic work for the purposes of research or 
private study does not infringe any copyright in the work or, in the case of a published edition, in the 
typographical arrangement. 
(2) Fair dealing with the typographical arrangement of a published edition for the purposes 
mentioned in subsection (1) does not infringe any copyright in the arrangement. 
(3) Copying by a person other than the researcher or student himself is not fair dealing if— 
(a) in the case of a librarian, or a person acting on behalf of a librarian, he does anything which 
regulations under section 40 would not permit to be done under section 38 or 39 (articles or parts of 
published works: restriction on multiple copies of same material), or 
(b) in any other case, the person doing the copying knows or has reason to believe that it will result in 
copies of substantially the same material being provided to more than one person at substantially the 
same time and for substantially the same purpose. 
 
Recording for purposes of time-shifting.  
70 The making for private and domestic use of a recording of a broadcast or cable programme solely 
for the purpose of enabling it to be viewed or listened to at a more convenient time does not infringe 
any copyright in the broadcast or cable programme or in any work included in it. 
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